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不動産業者所有の土地との交換

Q ●
● 私の所有している宅地と、不動産業者

の所有している宅地の交換を勧められていま

す。土地と土地との交換の場合は、税金がか

からないとのことですが、本当でしょうか。

JK.:売却益に対して税金がかかります。

【解説】

土地と土地、建物と建物のように同じ種類

の資産を交換した時は、売買がなかったもの

として税金がかからない「所得税法の交換の

特例」がありますが、この特例の適用を受け

るためには、次の5つの条件のすべてを満た

さなければなりません。

(1)交換により譲り渡す資産も譲り受ける資産

も固定資産であること

(2)交換により譲り渡す資産と譲り受ける資産

は同じ種類の資産であること（士地と土地、

建物と建物等）

(3)それぞれの所有者が1年以上所有しており、

交換の目的で取得したものでないこと

(4)交換により譲り受ける資産を、譲り渡す資

産の交換直前の用途と同じ用途で使用する

こと

(5)譲り渡す資産の時価と譲り受ける資産の時

価との差額が、いずれか高い方の時価の

20％以内であること

ご質問の場合は、不動産業者の土地という

ことですので、固定資産ではなく棚卸資産と

いうことになり、上記(1)の要件に該当しませ

ん。ただし、不動産業者が事務所などに使用

している土地なら、固定資産と考えられます

から、交換の特例が認められます。


